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第 24 回比婆山国際スカイラン 

5 月 15 日（日）開催 

 新緑のブナを駆け抜けてみませんか 

 

 第 24 回比婆山国際スカイランが 5 月 15 日（日）比

婆山連峰で開催される。当日の開催要項は次のとおり

です。新緑のブナを駆け抜けてみませんか。 

１、期日 2016 年 5 月 15 日（日） 

２、場所 中央中国山地 比婆山連峰  

広島県庄原市西城町 ひろしま県民の森 

３、種目 

種 目 部 門 備 考 

Ａコース 

18.5ｋｍ 

男子 15 歳以上 

女子 15 歳以上 

制限時間 

約 10.0ｋｍ、

11.6ｋｍ2 地点 

Ｂコース 

9.0ｋｍ 

男子 12 歳以上 

女子 12 歳以上 

 

４、コース説明 

 Ａコース 距離 １８，５ｋｍ  

 県民の森スキー場周回→第二キャンプ場→伊良谷

山→毛無山→出雲峠→烏帽子山→比婆山（御陵）→お

っぱら越→池の段→立烏帽子駐車場Ｐ→竜王山→立

烏帽子駐車場Ｐ→ささの尾根→展望園地→県民の森

スキー場（出発点 835ｍ、最高地点 1279ｍ、標高差

444ｍ） 

 Ｂコース 距離 9,0ｋｍ 

 県民の森スキー場周回→第二キャンプ場→伊良谷

山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山→毛無山→出雲峠→旧・若人の家→県民の森スキー

場（出発地点 835ｍ、最高地点 1149ｍ、標高差 314

ｍ） 

申し込み方法 

 ＲＵＮＮＥＴ(http://runnet.jp)から事務局発行の申

込用紙にて 

 

 

 

写真は第 24 回比婆山国際スカイランポスター 

 

一般社団法人 広島県山岳連盟 

〒733-0011 広島市西区横川町 2丁目 4-17 

電話・FAX  （０８２）２９６－５５９７ 

Ｅ-Mail：hgakuren@lime.ocn.ne.jp  

URL：  http://hiroshima-gakuren.or.jp 

郵便振替口座 01380-6-37958 

http://runnet.jp)から事務局発行の申
http://runnet.jp)から事務局発行の申
http://hiroshima-/
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第 24 回比婆山国際スカイラン ご案内 

５、表彰 

 Ａコース（18.5ｋｍ） 

  総合優勝（男・女） 1～3 位 

 Ｂコース（9.0ｋｍ） 

総合優勝（男・女） 1～3 位 

＊Ａ，Ｂコース男女 1～3 位に優勝トロフィーと

表彰状を贈ります。 

＊Ａ，Ｂコースの完走者に記録証を交付します。 

６、参加資格 

  ＊Ａコース：15 歳～79 歳の健康なもので長距離

走や登山の経験がある者、またはこれと同等の

体力・気力を有し、完走できる者。 

  ＊B コース：12 歳～79 歳の健康なもので長距離

走や登山の経験がある者、またはこれと同等以

上の体力・気力を有し、完走できる者。 

  ＊但し、18 歳未満の参加者は保護者の同意書を必

要とします。 

７、参加料金 

  Ａ・Ｂコース  一 般  5,000 円 

          中・高生 3,000 円 

  ＊希望者にはお弁当（1 個 700 円）を手配いたし

ますので参加料金に加えてお申し込みくださ

い。 

８、参加申込 

  ①申込方法 

   ・RUNNET（http://runnet.jp/）での申し込み

も可能です。 

  ・所定の申込用紙（振替払込み取扱票）に、必要

事項（別紙必要事項注意事項参照）を記入し、

参加料等を添えて事務局へ郵便振替でお申し

込みください。 

  ・誓約書は、必ず記名押印してください。18 歳未

満（高校生以下）の方は、保護者の承認（署名・

押印）が必ず必要です。 

  ・申し込み後、不参加の場合、参加料は返還いた

しません。 

  ・定員を超過した場合には返金します。 

  

 

９、参加上の留意事項 

①参加者の安全を守るため、競技役員がこれ以上競技 

続行不可能と判断した場合には、本人の意志にかか 

わらず競技を中断させていただきます。 

②大会中に生じたケガや事故については、主催者は応

急措置、救護活動のみ行いそれ以外の責任は負いま

せん。（但し、1 日スポーツ傷害保険に加入しますの

で、その適用を受けることができます。） 

③悪路、急傾斜の山岳マラソンなので、体力、健康及

び安全面については、各自が十分注意し責任を持っ

て参加してください。（山岳路などで試走するか、

山岳路でのトレーニングを十分に行って参加する

ことが望ましいです。） 

④健康保険証は持参してください。（コピーでも可） 

⑤天候急変の場合があるので、服装などは十分留意し

てください。なお、競技実施不可能の場合は、大会

を中止します。 

 

宮島安全祈願登山 1 月 10 日 

     岳連役員ら多数参加 

 恒例の宮島安全登山祈願式が 1 月 10 日（日）宮島

であった。安全登山祈願には京オ会長、山田理事長は

じめ役員加盟団体代表など約 20 人が参加した。今年

度の安全登山を祈願した後、各グループ、加盟団体で

弥山、駒が林へ登り、新年懇親会を実施するなど懇親

を深めた。（写真は厳島安全祈願風景） 

 

http://runnet.jp/
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写真は宮島駒が林にて交流風景 2016･1･10 

 

 

岳連短信 

 

１、広島山岳平和祭「平和サインボード」 

国際ネパール山岳博物館に展示除幕式 
 

1 昨年（2014）、11月 23 日にアジア山岳連盟創立 20

周年記念事業として、国際山岳界から「平和」を祈願

する広島山岳平和祭が開かれ、外国から約 80 名日本

から日本山岳協会などの山岳関係者350名が平和宣言

都市広島から世界平和を提唱し、畳一畳ほどの藍染の

布に平和を願いそれぞれにサインを書いてもらいま

した。 

 この度、ネパール山岳協会の御好意でボードに装飾

され、国際ネパール山岳博物館に展示してもらいまし

た。その展示除幕式が 2015 年 9月 24 日に李仁禎（リ・

インジョン）アジア山岳連盟会長と開催国として神崎

忠男日本山岳協会前会長、サンタ・ラマネパール山岳

協会副会長はじめ山岳関係者出席の中行われ、平和を

願いサインした自分の名前が読めるスペースに展示

されました。 

 ネパールの歩殻を訪ねた方は、是非国際ネパール山

岳博物館を訪れて、自分のサインの確認に合わせ、更

なる平和を祈って頂ければ幸いです。関係各位に深く

感謝し、心からお礼申し上げます。（記 神崎忠男 登

山月報 NO５６１（平成 27･12･15） 

 

 

2、冬山の遭難防止 

 

2015･12･18長野県山岳遭難防止対策協会会長・長野

県知事 阿 部 守 二から「冬山の遭難防止について」

広島県山岳連盟会長に対して、次のような依頼があっ

た。 

本県における山岳遭難防止対策活動につきまして

は、毎年格別のご理解ご協力をいただき厚くお礼申し

上げます。 

本年12月6日までに長野県内で発生.した遭難件数

は258件、遭難者は277人となっています。過去最多を

記録した平成25年や過去2番目の多さであった昨年を

下回つておりますが、依然として多くの遭難事故が発

生しております。 

本格的な冬山シーズンを迎え、多数の登山者が当県

の中岳に入山することが予想されますが、冬山登山は、

低温、積雪等の厳しい自然条件のもとで、遭難発生時

の致死率が高く、高度な登山技術と装備、鍛練された

体力、さらに綿密な計画と組織的な行動が要求される 

ところです。 

こうした状況を踏まえ、当協会では、登山者に対す

る指導活動等冬山登山の遭難防止対策に万全を期し

ているところでありますが、貴職におかれましても以

下を参考としていただき、冬山の安全登山について広

くご指導くださいますようお願い申し上げます。 

長野県内の冬山の情報について当協会発行の「冬山情

報」を、登山計画立案や登山指導等に活用願います。

また、入山時には直前の山岳状況を確認するよう指導

するほか、次の事項について指導してください。 

（１）登山口や近くのＪＲ駅等の登山相談所が開設さ

れている場合は、入山時に必ず立ち寄り登山道や積雪

などの山岳状況を確認してから入山する。 

（２）下山した場合は、登山相談諸島に登山コースや

積雪状況等を連絡し、より正確な相談活動ができるよ

うに協力する。 
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~  

３、中国山地のツキノワグマ 

 

 中国山地はツキノワグマの生息地です。ツキノワグ

マに注意して、またツキノワグマをおびき寄せないよ

う残飯などのゴミの処理に注意しましょう。 

 

 

 

クマに出合わないために 

 
 音を出しながら歩こう 

  山には必ず 2 人以上で入ってください。またラジ

オや鈴などを携帯しクマに存在を教えましょう。 

 

 クマの食事時間はさける 

  朝方、夕方はクマの食事時間。餌探しに夢中にな

って人間の接近に気付かないことがあります。 

 

 山菜取りも注意して 

  山菜はクマの大好物。すぐ近くでクマが食べてい

るかも 

 

 フンや足跡を見つけたら 

  近くにクマがいるかもしれません。すぐに引き返

してください。 

 

もし出会ってしまったら 

 

遠くにクマを見つけたら 

 静かに速やかにその場から立ち去りましょう。 

 

クマに気付かれたら 

 まず落ち着いて。静かにしていればほとんどの場合、

クマが立ち去ります。 

 

走って逃げてはダメ 

 クマのはしる早さは人間よりもずっと早く、逃げる

ものを追いかける習性があります。クマを刺激しない

ようにすることが大切です。 

 

子グマは危険 

 小グマの近くには必ず親グマがいます。子グマを守

ろうとする親グマは非常に危険です。近づかないでく

ださい。（中国山地のツキノワグマ 広島県より） 

 

事業計画 2016・2 月  

 

2･3（水）岳連例会山行・大華山縦走（柳井） 

2･6･13･27（土）第三期キッズクライミングス

クール（県立総合体育館） 

2･6（土）～7（日）高体連県新人大会（もみの

木森林公園） 

2･17(水)第 11 回運営会議 

2･10(木)教室ミーテング（雪山テント泊） 

2･11(祝)広島県スポーツ指導者研修会（国際会

議場） 

2･24(水)第 5 回スカイラン実行委員会   

 

山の風景 57   

 

聖湖より臥竜山を望む 2015･11･6 

 

  写真提供 森 智昭（ひこばえ） 

 

 
 

 

 編集部より 

 

○この会報は、皆さんの提出原稿を編集して発行して

います。岳連行事・山の情報・行事参加の感想など

気軽にお寄せください。寄稿の場合は所属、役職を

記入下さい。編集の都合で一部手直しすることがあ

ります。ご了承ください。 
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○会員団体で会報発行されたら岳連事務局まで恵送

下さい。随時紹介します。 

○この会報はメール配信しています。配信ご希望の方

は岳連事務局までメールアドレスをお知らせくだ

さい。 

題字デザイン  今村みずほ  編集  仲井正美 

                            

                       


